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(57)【要約】
【課題】センサの位置を適切に管理することが可能なセ
ンサ管理装置、センサ管理方法およびセンサ管理プログ
ラムを提供する。
【解決手段】センサ管理装置は、センサの位置を示す位
置画面情報を表示する制御を行う表示制御部と、センサ
を検出する検出部とを備え、前記表示制御部は、前記検
出部によって検出されたセンサの位置が前記位置画面情
報に含まれていない場合に、前記検出部によって検出さ
れた前記センサの識別情報を表示する制御をさらに行う
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサの位置を示す位置画面情報を表示する制御を行う表示制御部と、
　センサを検出する検出部とを備え、
　前記表示制御部は、前記検出部によって検出されたセンサの位置が前記位置画面情報に
含まれていない場合に、前記検出部によって検出された前記センサの識別情報を表示する
制御をさらに行う、センサ管理装置。
【請求項２】
　前記センサ管理装置は、さらに、
　センサの位置を指定するための操作を示す操作情報を取得する取得部を備え、
　前記表示制御部は、前記取得部によって取得された前記操作情報に基づいて、前記位置
画面情報を表示する制御を行う、請求項１に記載のセンサ管理装置。
【請求項３】
　前記センサ管理装置は、さらに、
　センサの異常を検知する異常検知部を備え、
　前記表示制御部は、前記位置画面情報に含まれる前記位置のうち、前記異常検知部によ
って異常の検知されたセンサの位置の表示態様を異常の検知されていないセンサの位置と
は異なる表示態様とする、請求項１または請求項２に記載のセンサ管理装置。
【請求項４】
　前記センサ管理装置は、さらに、
　センサの移動を検知する移動検知部を備え、
　前記表示制御部は、前記位置画面情報に含まれる前記位置のうち、前記移動検知部によ
って移動の検知されたセンサの位置の表示態様を移動の検知されていないセンサの位置と
は異なる表示態様とする、請求項１から請求項３のいずれか１項に記載のセンサ管理装置
。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記センサの移動元および移動先をさらに示す前記位置画面情報を
表示する制御を行う、請求項４に記載のセンサ管理装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記位置画面情報によって前記位置が示されている前記センサのう
ち、指定された前記センサに関する情報を表示する制御をさらに行う、請求項１から請求
項５のいずれか１項に記載のセンサ管理装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記センサ管理装置の位置をさらに示す前記位置画面情報を表示す
る制御を行う、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載のセンサ管理装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、所定の操作が行われた場合に前記識別情報の表示を更新する、請求
項１から請求項７のいずれか１項に記載のセンサ管理装置。
【請求項９】
　センサ管理装置におけるセンサ管理方法であって、
　センサの位置を示す位置画面情報を表示する制御を行うステップと、
　センサを検出するステップと、
　検出したセンサの位置が前記位置画面情報に含まれていない場合に、検出した前記セン
サの識別情報を表示する制御を行うステップとを含む、センサ管理方法。
【請求項１０】
　センサ管理装置において用いられるセンサ管理プログラムであって、コンピュータに、
　センサの位置を示す位置画面情報を表示する制御を行うステップと、
　センサを検出するステップと、
　検出したセンサの位置が前記位置画面情報に含まれていない場合に、検出した前記セン
サの識別情報を表示する制御を行うステップとを実行させるための、センサ管理プログラ
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ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、センサ管理装置、センサ管理方法およびセンサ管理プログラムに関し、特に
、センサの位置を表示する制御を行うセンサ管理装置、センサ管理方法およびセンサ管理
プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　所定エリアの状態をモニタするための技術が各種開発されている。たとえば、特許第５
４５６４１４号公報（特許文献１）には、以下のような技術が開示されている。すなわち
、エリア監視用の表示方法は、監視対象エリア内の各所に配した複数のセンサで、少なく
とも一種類の所要の事象に関する値あるいはその変化値を測定し、該測定で得たデータを
処理して処理結果をモニタ画面上に表示するエリア監視用の表示方法であって、前記監視
対象エリアを示すエリア表示に、前記処理結果の表示を重ねて表示するとともに、前記モ
ニタ画面での前記エリア表示上における前記処理結果の表示位置を、該処理結果を得た前
記センサの配置箇所に対応あるいはほぼ対応する位置としてなるエリア監視用の表示方法
において、前記処理結果の表示形態に円形々状を用い、該表示する円形々状は、その中心
が測定地点を表示し、その大きさが測定値の大きさ（絶対値）を表し、その色を半透明と
し、前記処理結果の表示が、前記監視対象エリアの表示上での測定地点に重なり合って表
示される視認可能な半透明なものとする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５４５６４１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された技術を用いて所定エリアにおけるセンサの位置を画面に表示し
ている状況において、当該センサの計測値が異常を示した場合、たとえば、ユーザは、当
該センサの設置場所へ移動し、センサによる監視対象の状態を直接確認することができる
。
【０００５】
　しかしながら、所定エリアに設置されたセンサの中に位置の不明なセンサがある場合、
画面には当該センサの位置が表示されない。このような場合、当該センサの計測値に異常
が有ることをユーザが認識しても、当該センサの設置場所へ移動することは困難である。
【０００６】
　この発明は、上述の課題を解決するためになされたもので、その目的は、センサの位置
を適切に管理することが可能なセンサ管理装置、センサ管理方法およびセンサ管理プログ
ラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）上記課題を解決するために、この発明のある局面に係るセンサ管理装置は、セン
サの位置を示す位置画面情報を表示する制御を行う表示制御部と、センサを検出する検出
部とを備え、前記表示制御部は、前記検出部によって検出されたセンサの位置が前記位置
画面情報に含まれていない場合に、前記検出部によって検出された前記センサの識別情報
を表示する制御をさらに行う。
【０００８】
　（９）上記課題を解決するために、この発明のある局面に係るセンサ管理方法は、セン
サ管理装置におけるセンサ管理方法であって、センサの位置を示す位置画面情報を表示す
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る制御を行うステップと、センサを検出するステップと、検出したセンサの位置が前記位
置画面情報に含まれていない場合に、検出した前記センサの識別情報を表示する制御を行
うステップとを含む。
【０００９】
　（１０）上記課題を解決するために、この発明のある局面に係るセンサ管理プログラム
は、センサ管理装置において用いられるセンサ管理プログラムであって、コンピュータに
、センサの位置を示す位置画面情報を表示する制御を行うステップと、センサを検出する
ステップと、検出したセンサの位置が前記位置画面情報に含まれていない場合に、検出し
た前記センサの識別情報を表示する制御を行うステップとを実行させるためのプログラム
である。
【００１０】
　本発明は、このような特徴的な処理部を備えるセンサ管理装置として実現することがで
きるだけでなく、センサ管理装置の一部または全部を実現する半導体集積回路として実現
したり、センサ管理装置を含むシステムとして実現したりすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、センサの位置を適切に管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る監視システムの構成を示す図である。
【図２】図２は、本発明の第１の実施の形態に係る監視システムにおいてディスプレイに
表示された画面の一例を示す図である。
【図３】図３は、本発明の第１の実施の形態に係る監視システムにおいてディスプレイに
表示された画面の他の例を示す図である。
【図４】図４は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置の構成の一部を示す図
である。
【図５】図５は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶
する計測結果リストＫの一例を示す図である。
【図６】図６は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶
する位置リストＰの一例を示す図である。
【図７】図７は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶
する正常範囲リストＴの一例を示す図である。
【図８】図８は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶
する異常有無リストＵの一例を示す図である。
【図９】図９は、本発明の第１の実施の形態に係る監視システムにおける画面表示処理の
シーケンスの一例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置による画面表示処
理の手順の一例を定めたフローチャートである。
【図１１】図１１は、本発明の第２の実施の形態に係る監視システムの構成を示す図であ
る。
【図１２】図１２は、本発明の第２の実施の形態に係る監視システムにおいてディスプレ
イに表示された画面の一例を示す図である。
【図１３】図１３は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置の構成の一部を示
す図である。
【図１４】図１４は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が
記憶する電波強度リストＭの一例を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が
記憶する平均強度リストＭａの一例を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置による画面表示処
理の手順の一例を定めたフローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００１３】
　最初に、本発明の実施の形態の内容を列記して説明する。
【００１４】
　（１）本発明の実施の形態に係るセンサ管理装置は、センサの位置を示す位置画面情報
を表示する制御を行う表示制御部と、センサを検出する検出部とを備え、前記表示制御部
は、前記検出部によって検出されたセンサの位置が前記位置画面情報に含まれていない場
合に、前記検出部によって検出された前記センサの識別情報を表示する制御をさらに行う
。
【００１５】
　このように、センサ管理装置において位置を把握していないセンサを検出した場合に、
当該センサの識別情報を画面に表示する構成により、ユーザは、位置が把握されていない
センサの存在を画面において認識することができるため、たとえば、当該センサの位置を
把握するために必要な措置をとることができる。したがって、センサの位置を適切に管理
することができる。
【００１６】
　（２）好ましくは、前記センサ管理装置は、さらに、センサの位置を指定するための操
作を示す操作情報を取得する取得部を備え、前記表示制御部は、前記取得部によって取得
された前記操作情報に基づいて、前記位置画面情報を表示する制御を行う。
【００１７】
　このような構成により、センサ管理装置がセンサの位置を認識し、認識したセンサの位
置を画面に表示することができる。たとえば、センサ管理装置において位置を把握してい
ないセンサの位置を画面に追加することができる。
【００１８】
　（３）好ましくは、前記センサ管理装置は、さらに、センサの異常を検知する異常検知
部を備え、前記表示制御部は、前記位置画面情報に含まれる前記位置のうち、前記異常検
知部によって異常の検知されたセンサの位置の表示態様を異常の検知されていないセンサ
の位置とは異なる表示態様とする。
【００１９】
　このような構成により、センサの計測結果に異常がある場合に、ユーザが当該センサの
位置を容易に認識することができる。これにより、ユーザは、当該センサの設置場所へ速
やかに移動し、当該センサによる監視対象の状態を直接確認することができる。
【００２０】
　（４）好ましくは、前記センサ管理装置は、さらに、センサの移動を検知する移動検知
部を備え、前記表示制御部は、前記位置画面情報に含まれる前記位置のうち、前記移動検
知部によって移動の検知されたセンサの位置の表示態様を移動の検知されていないセンサ
の位置とは異なる表示態様とする。
【００２１】
　このような構成により、たとえば、あるユーザがセンサを移動した場合に、当該センサ
が移動されたことを他のユーザが容易に認識することができる。
【００２２】
　（５）より好ましくは、前記表示制御部は、前記センサの移動元および移動先をさらに
示す前記位置画面情報を表示する制御を行う。
【００２３】
　このような構成により、センサの詳細な移動内容をユーザが認識することができる。
【００２４】
　（６）好ましくは、前記表示制御部は、前記位置画面情報によって前記位置が示されて
いる前記センサのうち、指定された前記センサに関する情報を表示する制御をさらに行う
。
【００２５】
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　このような構成により、ユーザは、所望するセンサの計測結果等を容易に確認すること
ができる。
【００２６】
　（７）好ましくは、前記表示制御部は、前記センサ管理装置の位置をさらに示す前記位
置画面情報を表示する制御を行う。
【００２７】
　このような構成により、たとえば、ユーザは、センサ管理装置の近くにいる場合におい
て、画面に表示されたセンサとセンサ管理装置との位置関係を確認することにより、セン
サの位置をより容易に認識することができる。
【００２８】
　（８）好ましくは、前記表示制御部は、所定の操作が行われた場合に前記識別情報の表
示を更新する。
【００２９】
　このような構成により、たとえば、センサ管理装置による識別情報の表示の更新頻度を
下げることができるため、センサ管理装置の処理負荷を減らすことができる。
【００３０】
　（９）本発明の実施の形態に係るセンサ管理方法は、センサ管理装置におけるセンサ管
理方法であって、センサの位置を示す位置画面情報を表示する制御を行うステップと、セ
ンサを検出するステップと、検出したセンサの位置が前記位置画面情報に含まれていない
場合に、検出した前記センサの識別情報を表示する制御を行うステップとを含む。
【００３１】
　このように、センサ管理装置において位置を把握していないセンサを検出した場合に、
当該センサの識別情報を画面に表示する構成により、ユーザは、位置が把握されていない
センサの存在を画面において認識することができるため、たとえば、当該センサの位置を
把握するために必要な措置をとることができる。したがって、センサの位置を適切に管理
することができる。
【００３２】
　（１０）本発明の実施の形態に係るセンサ管理プログラムは、センサ管理装置において
用いられるセンサ管理プログラムであって、コンピュータに、センサの位置を示す位置画
面情報を表示する制御を行うステップと、センサを検出するステップと、検出したセンサ
の位置が前記位置画面情報に含まれていない場合に、検出した前記センサの識別情報を表
示する制御を行うステップとを実行させるためのプログラムである。
【００３３】
　このように、センサ管理装置において位置を把握していないセンサを検出した場合に、
当該センサの識別情報を画面に表示する構成により、ユーザは、位置が把握されていない
センサの存在を画面において認識することができるため、たとえば、当該センサの位置を
把握するために必要な措置をとることができる。したがって、センサの位置を適切に管理
することができる。
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。なお、図中同一または相当
部分には同一符号を付してその説明は繰り返さない。また、以下に記載する実施形態の少
なくとも一部を任意に組み合わせてもよい。
【００３５】
　＜第１の実施の形態＞
　［構成および基本動作］
　図１は、本発明の実施の形態に係る監視システムの構成を示す図である。
【００３６】
　図１を参照して、監視システム１０１は、複数のセンサ１１と、センサ管理装置１２と
、ディスプレイ１３と、基地局１４とを備える。
【００３７】
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　センサ１１は、たとえば、バッテリを含み、当該バッテリから供給される電力によって
動作する。センサ１１は、たとえば、工場または病院等の監視エリアにおいて設置され、
監視対象に関する計測、たとえば監視対象の温度、湿度または電流等の計測を行う。
【００３８】
　センサ１１は、自己のＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）すなわち識別情報と、計
測結果を示す計測結果情報とを含むセンサ情報を定期的または不定期に作成し、たとえば
無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）または無線ＰＡＮ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等の通信方式に従って、作成したセンサ情報を基地局
１４へ無線伝送する。
【００３９】
　基地局１４は、たとえば、監視エリアにおいて設置された無線ＬＡＮまたは無線ＰＡＮ
等における基地局であり、センサ１１から受信したセンサ情報をたとえば有線によりセン
サ管理装置１２へ送信する。なお、基地局１４は、センサ１１から受信したセンサ情報を
無線によりセンサ管理装置１２へ送信する構成であってもよい。
【００４０】
　センサ管理装置１２は、基地局１４から各センサ１１のセンサ情報を受信し、受信した
各センサ情報に基づく内容をディスプレイ１３に表示する制御を行う。
【００４１】
　なお、センサ管理装置１２およびディスプレイ１３は、監視エリア内に設置されてもよ
いし、監視エリア外に設置されてもよい。
【００４２】
　また、監視システム１０１は、複数の基地局１４を備える構成であってもよい。また、
センサ管理装置１２がディスプレイ１３を含む構成であってもよい。
【００４３】
　図２は、本発明の第１の実施の形態に係る監視システムにおいてディスプレイに表示さ
れた画面の一例を示す図である。
【００４４】
　図２を参照して、画面は、位置表示エリアＤｅ１と、ボタン表示エリアＤｅ２と、未配
置表示エリアＤｅ３とを含む。
【００４５】
　位置表示エリアＤｅ１には、監視エリアの地図を示す画像（以下、地図画像とも称する
。）が表示されている。
【００４６】
　また、位置表示エリアＤｅ１には、監視エリアに配置された複数のセンサ１１にそれぞ
れ対応するセンサアイコンＳｅ１～Ｓｅ１２と、監視エリアに配置された複数の基地局１
４にそれぞれ対応する基地局アイコンＡｐ１～Ａｐ３と、監視エリアに配置されたセンサ
管理装置１２に対応する装置アイコンＮｅ１とが表示されている。
【００４７】
　具体的には、センサアイコンＳｅ１～Ｓｅ１２と、基地局アイコンＡｐ１～Ａｐ３と、
装置アイコンＮｅ１とが監視エリアの地図画像上に表示されている。
【００４８】
　センサアイコンＳｅ１～Ｓｅ１２は、監視エリアにおける対応のセンサ１１の位置を示
している。つまり、地図画像上のセンサアイコンＳｅ１～Ｓｅ１２の配置は、監視エリア
における対応のセンサ１１の配置に相当する。
【００４９】
　また、基地局アイコンＡｐ１～Ａｐ３は、監視エリアにおける対応の基地局１４の位置
を示している。つまり、地図画像上の基地局アイコンＡｐ１～Ａｐ３の配置は、監視エリ
アにおける対応の基地局１４の配置に相当する。また、装置アイコンＮｅ１は、監視エリ
アにおけるセンサ管理装置１２の位置を示している。
【００５０】
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　以下、センサアイコンＳｅ１～Ｓｅ１２の各々をセンサアイコンＳｅとも称し、基地局
アイコンＡｐ１～Ａｐ３の各々を基地局アイコンＡｐとも称する。
【００５１】
　センサ管理装置１２は、センサ１１の位置を示す位置情報、基地局１４の位置を示す位
置情報、センサ管理装置１２の位置を示す位置情報を記憶している。
【００５２】
　センサ管理装置１２は、記憶しているこれらの位置情報に基づいて、各センサアイコン
Ｓｅ、各基地局アイコンＡｐおよび装置アイコンＮｅ１をそれぞれ地図画像上の対応箇所
に表示する。
【００５３】
　未配置表示エリアＤｅ３には、「未配置リスト」が表示されている。未配置リストには
、センサ管理装置１２がまた位置情報を取得していないセンサ１１の識別情報が表示され
ている。
【００５４】
　具体的には、未配置リストには、センサ管理装置１２が位置情報を取得していない各セ
ンサ１１の識別番号と、当該各センサ１１に対応するセンサアイコンＳｎ１～Ｓｎ４とが
表示されている。以下、センサアイコンＳｎ１～Ｓｎ４の各々をセンサアイコンＳｎとも
称する。
【００５５】
　ユーザは、たとえば、未配置表示エリアＤｅ３に表示されたセンサアイコンＳｎをマウ
ス等を用いて位置表示エリアＤｅ１へドラッグアンドドロップすることにより、当該セン
サアイコンＳｎを地図画像上に配置する。
【００５６】
　具体的には、ユーザは、未配置表示エリアＤｅ３に表示されたセンサアイコンＳｎに対
応するセンサ１１の監視エリアにおける位置を把握したうえで、当該センサアイコンＳｎ
を地図画像上の対応の箇所に配置する。
【００５７】
　以下、未配置表示エリアＤｅ３に表示されたセンサアイコンＳｎを地図画像上の対応箇
所に配置する操作をアイコン配置操作とも称する。
【００５８】
　センサ管理装置１２は、未配置表示エリアＤｅ３に表示されたセンサアイコンＳｎに対
してアイコン配置操作が行われた場合、当該センサアイコンＳｎの地図画像における配置
先の座標を当該センサアイコンＳｎに対応するセンサ１１の位置情報として取得する。
【００５９】
　ユーザのアイコン配置操作によって地図画像上に配置されたセンサアイコンＳｎは、セ
ンサアイコンＳｅに相当するセンサアイコンになる。
【００６０】
　たとえば、ユーザが位置表示エリアＤｅ１におけるセンサアイコンＳｅをクリックした
場合、画面には新たなウィンドウが表示される。当該ウィンドウには、ユーザのクリック
したセンサアイコンＳｅに対応するセンサ１１に関する情報、たとえば、当該センサ１１
による計測結果が表示される。
【００６１】
　ボタン表示エリアＤｅ２には、「地図読み込み」と記載されたボタンＢｕ１と、「更新
」と記載されたボタンＢｕ２とが表示されている。
【００６２】
　ユーザは、たとえばセンサ管理装置１２の初期設定を行う際、位置表示エリアＤｅ１に
監視エリアの地図画像を表示させるために、センサ管理装置１２に地図画像を読み込ませ
る必要がある。
【００６３】
　センサ管理装置１２は、たとえば、ネットワークまたはＵＳＢメモリ経由で地図画像を
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予め取得しておく。ユーザがボタンＢｕ１をクリックすると、画面には地図画像を選択す
るためのウィンドウが表示される。ユーザが当該ウィンドウにおいて監視エリアの地図画
像を選択すると、センサ管理装置１２は、ユーザによって選択された地図画像を読み込み
、読み込んだ地図画像を位置表示エリアＤｅ１に表示する。
【００６４】
　また、ユーザは、未配置表示エリアＤｅ３における未配置リストの内容を更新する場合
に、ボタンＢｕ２をクリックする。
【００６５】
　図３は、本発明の第１の実施の形態に係る監視システムにおいてディスプレイに表示さ
れた画面の他の例を示す図である。
【００６６】
　図３を参照して、センサアイコンＳｅ１１は、通常表示における色とは異なる色で表示
されている。また、センサアイコンＳｅ１１には「異常発生」の文字が付されている。
【００６７】
　センサ管理装置１２は、センサ１１の計測結果に基づいて、当該センサ１１の監視対象
において異常が発生したことを検知する。センサ管理装置１２は、異常の発生を検知した
場合、対応のセンサアイコンＳｅの表示態様を変更することにより、当該センサ１１の監
視対象に異常が発生していることをユーザに通知する。
【００６８】
　図４は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置の構成の一部を示す図である
。
【００６９】
　図４を参照して、センサ管理装置１２は、受信処理部２１と、記憶部２２と、検出部２
４と、異常検知部２５と、表示制御部２６と、処理部２７と、操作取得部（取得部）２８
と、操作部２９とを備える。
【００７０】
　記憶部２２は、センサ管理装置１２が画面の表示処理を行うために必要な各種情報を記
憶している。
【００７１】
　具体的には、たとえば、記憶部２２は、各センサ１１から取得されたセンサ情報の内容
を示す計測結果リストＫと、各センサ１１の位置を示す位置リストＰと、各センサ１１に
よる計測値の正常範囲を示す正常範囲リストＴと、各センサ１１の監視対象における異常
の有無を示す異常有無リストＵと、各基地局１４の位置を示す位置情報と、センサ管理装
置１２の位置を示す位置情報と、監視エリアの地図画像とを記憶している。
【００７２】
　図５は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶する計
測結果リストＫの一例を示す図である。
【００７３】
　図５を参照して、計測結果リストＫの一例であるテーブルＴＡ１０は、センサ管理装置
１２が各センサ１１から取得したセンサ情報の内容を示している。
【００７４】
　具体的には、テーブルＴＡ１０は、センサ情報の示すセンサ１１の「識別情報」および
「計測値」と、センサ管理装置１２による当該センサ情報の「取得時刻」とを示している
。
【００７５】
　計測結果リストＫは、センサ管理装置１２が新たなセンサ情報を取得するたびに更新さ
れる。
【００７６】
　図６は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶する位
置リストＰの一例を示す図である。
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【００７７】
　図６を参照して、位置リストＰの一例であるテーブルＴＡ２０は、センサ１１の「識別
情報」と当該センサ１１の監視エリアにおける位置を示す「位置情報」とを示している。
具体的には、たとえば、位置情報は、センサアイコンＳｅの地図画像における座標を示す
。
【００７８】
　センサ管理装置１２は、上述のように、各センサ１１の位置情報をユーザの操作によっ
て取得する。センサ管理装置１２が位置情報を未取得であるセンサ１１の「位置情報」の
欄には「Ｎ」が記される。
【００７９】
　位置リストＰにおける「識別情報」の欄には、たとえば、センサ管理装置１２がこれま
でに取得したセンサ情報の送信元のセンサ１１の識別情報が記される。
【００８０】
　センサ管理装置１２が、新たなセンサ１１からのセンサ情報を取得した場合、位置リス
トＰにおいて当該センサ１１の識別番号が追加される。
【００８１】
　たとえば、ユーザがセンサ１１を監視エリアにおいて新たに設置した場合であって、セ
ンサ管理装置１２が当該センサ１１からのセンサ情報を取得した場合、位置リストＰにお
ける「識別情報」の欄には当該センサ１１の識別番号が追加される。このとき、位置リス
トＰにおける当該センサの「位置情報」の欄には、位置情報が未取得であることを示す「
Ｎ」が記される。
【００８２】
　以下、位置リストＰに識別情報が示されていないセンサ１１すなわちセンサ管理装置１
２が位置情報を未取得であるセンサ１１を未登録センサとも称する。
【００８３】
　センサ管理装置１２は、位置リストＰにおいて位置情報が登録されているセンサ１１に
ついては、画面の位置表示エリアＤｅ１に対応のセンサアイコンＳｅを表示する制御を行
う。
【００８４】
　一方、センサ管理装置１２は、位置リストＰにおいて位置情報が登録されていない、す
なわち「位置情報」の欄に「Ｎ」が記されているセンサ１１については、画面の未配置表
示エリアＤｅ３に対応の識別番号とセンサアイコンＳｎとを表示する制御を行う。
【００８５】
　図７は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶する正
常範囲リストＴの一例を示す図である。
【００８６】
　図７を参照して、正常範囲リストＴの一例であるテーブルＴＡ３０は、センサ１１の「
識別情報」と、当該センサ１１による計測値の正常範囲を規定するための「上限値」およ
び「下限値」とを示している。
【００８７】
　たとえば、センサ１１の計測値が、「下限値」から「上限値」までの範囲に含まれる場
合、センサ管理装置１２は、センサ１１に異常がない、すなわちセンサ１１の監視対象に
おいて異常が発生していないと判断する。
【００８８】
　正常範囲リストＴは、たとえば、センサ管理装置１２がユーザの操作に基づいて作成し
たリストである。
【００８９】
　図８は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶する異
常有無リストＵの一例を示す図である。
【００９０】
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　図８を参照して、異常有無リストＵの一例であるテーブルＴＡ３２は、センサ１１の「
識別情報」と、当該センサ１１の監視対象の「状態」とを示している。センサ１１の監視
対象の状態は、たとえば「正常」および「異常」により表現される。
【００９１】
　センサ管理装置１２は、図５に示す計測結果リストＫおよび図７に示す正常範囲リスト
Ｔを比較して、センサ１１の計測値が正常であるか否か、すなわちセンサ１１の監視対象
に異常が発生しているか否かを判断し、判断結果を異常有無リストＵに反映させる。
【００９２】
　再び図４を参照して、受信処理部２１は、センサ１１から基地局１４経由でセンサ情報
を取得し、取得したセンサ情報に基づいて、記憶部２２の記憶する計測結果リストＫを更
新する。
【００９３】
　表示制御部２６は、センサの位置を示す位置画面情報をたとえばディスプレイ１３に表
示する制御を行う。また、表示制御部２６は、たとえば、このとき、センサ管理装置１２
の位置をさらに示す位置画面情報を表示する制御を行う。
【００９４】
　具体的には、処理部２７は、記憶部２２の記憶する位置リストＰ、基地局１４の位置情
報、センサ管理装置１２の位置情報および監視エリアの地図画像に基づいて、たとえば図
２における位置表示エリアＤｅ１の表示内容を示す位置画面情報Ａ１を作成する。
【００９５】
　また、処理部２７は、たとえば図２におけるボタン表示エリアＤｅ２の表示内容を示す
ボタン画面情報Ａ２を作成する。また、処理部２７は、位置リストＰに基づいて、たとえ
ば図２における未配置表示エリアＤｅ３の表示内容を示す未配置画面情報Ａ３を作成する
。
【００９６】
　そして、処理部２７は、作成した位置画面情報Ａ１、ボタン画面情報Ａ２および未配置
画面情報Ａ３を含む全体画面情報Ａａを表示制御部２６へ出力する。
【００９７】
　表示制御部２６は、処理部２７から受けた全体画面情報Ａａをディスプレイ１３に送信
する。ディスプレイ１３には、表示制御部２６から受信した全体画面情報Ａａの内容が表
示される。
【００９８】
　検出部２４は、センサ１１を検出する。具体的には、たとえば、検出部２４は、記憶部
２２の記憶する計測結果リストＫおよび位置リストＰを比較することにより未登録センサ
を検出する。
【００９９】
　より具体的には、検出部２４は、計測結果リストＫに含まれる識別情報の中に、位置リ
ストＰに含まれない識別情報が存在する場合に、計測結果リストＫに含まれる識別情報で
あって、かつ位置リストＰに含まれない識別情報を未登録センサの識別情報として検出す
る。
【０１００】
　検出部２４は、未登録センサの識別情報を検出した場合、当該識別情報を位置リストＰ
に追加する。位置リストＰにおいて、新たに追加された識別情報に対応する「位置情報」
の欄には「Ｎ」が記される。
【０１０１】
　表示制御部２６は、たとえば、検出部２４によって検出されたセンサ１１の位置が位置
情報に含まれない場合に、検出部２４によって検出されたセンサ１１の識別情報を表示す
る制御を行う。
【０１０２】
　具体的には、たとえば、処理部２７は、検出部２４が未登録センサの識別情報を追加し
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た位置リストＰに基づいて、未配置表示エリアＤｅ３の表示内容を示す未配置画面情報Ｂ
３を作成する。
【０１０３】
　また、処理部２７は、位置表示エリアＤｅ１の表示内容を示す位置画面情報Ｂ１および
ボタン表示エリアＤｅ２の表示内容を示すボタン画面情報Ｂ２を作成する。
【０１０４】
　そして、処理部２７は、作成した位置画面情報Ｂ１、ボタン画面情報Ｂ２および未配置
画面情報Ｂ３を含む全体画面情報Ｂａを表示制御部２６へ出力する。
【０１０５】
　表示制御部２６は、処理部２７から受けた全体画面情報Ｂａをディスプレイ１３に送信
する。ディスプレイ１３には、表示制御部２６から受信した全体画面情報Ｂａの内容が表
示される。
【０１０６】
　操作部２９は、ユーザによるセンサ管理装置１２への操作を受け付ける。たとえば、ユ
ーザが、センサ１１の位置を指定するための操作を行った場合、操作部２９は、当該操作
を示す操作情報Ａを作成し、作成した操作情報Ａを操作取得部２８へ出力する。
【０１０７】
　具体的には、たとえば、ユーザが、画面の未配置表示エリアＤｅ３に表示されたセンサ
アイコンＳｎに対してアイコン配置操作を行った場合、操作部２９は、当該アイコン配置
操作の内容を示す操作情報Ａを作成し、作成した操作情報Ａを操作取得部２８へ出力する
。操作取得部２８は、操作部２９からセンサ１１の位置を指定するための操作情報Ａを取
得する。
【０１０８】
　表示制御部２６は、操作取得部２８によって取得された操作情報Ａに基づいて、センサ
１１の位置を示す位置画面情報を表示する制御を行う。
【０１０９】
　具体的には、操作取得部２８は、操作部２９から受けた操作情報Ａに基づいて、記憶部
２２の記憶する位置リストＰを更新する。
【０１１０】
　たとえば、操作取得部２８は、操作部２９から受けた操作情報Ａの内容を確認し、未配
置表示エリアＤｅ３に表示されたセンサアイコンＳｎに対してユーザがアイコン配置操作
を行った際の、地図画像における当該センサアイコンＳｎの配置先の座標を認識する。
【０１１１】
　そして、操作取得部２８は、記憶部２２の記憶する位置リストＰにおける当該センサア
イコンＳｎに対応する「位置情報」の欄の内容を「Ｎ」から当該座標に変更する。
【０１１２】
　処理部２７は、記憶部２２の記憶する位置リストＰに基づいて、位置表示エリアＤｅ１
の表示内容を示す位置画面情報Ｃ１を作成する。
【０１１３】
　また、処理部２７は、ボタン表示エリアＤｅ２の表示内容を示すボタン画面情報Ｃ２お
よび未配置表示エリアＤｅ３の表示内容を示す未配置画面情報Ｃ３を作成する。
【０１１４】
　そして、処理部２７は、作成した位置画面情報Ｃ１、ボタン画面情報Ｃ２および未配置
画面情報Ｃ３を含む全体画面情報Ｃａを表示制御部２６へ出力する。
【０１１５】
　表示制御部２６は、処理部２７から受けた全体画面情報Ｃａをディスプレイ１３に送信
する。ディスプレイ１３には、表示制御部２６から受信した全体画面情報Ｃａの内容が表
示される。
【０１１６】
　異常検知部２５は、センサの異常を検知する。具体的には、異常検知部２５は、記憶部
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の記憶する計測結果リストＫおよび正常範囲リストＴを比較して、センサ１１の監視対象
における異常を検知する。
【０１１７】
　より具体的には、たとえば、計測結果リストＫの示すセンサ１１の計測値が正常範囲リ
ストＴの示す計測値の正常範囲から外れた場合、当該センサ１１の監視対象に異常が発生
したと判断する。
【０１１８】
　異常検知部２５は、センサ１１の監視対象に異常が発生したと判断した場合、記憶部２
２の記憶する異常有無リストＵにおける当該センサ１１の「状態」の欄の内容を「正常」
から「異常」へ変更する。
【０１１９】
　表示制御部２６は、位置画面情報に含まれるセンサ１１の位置のうち、異常検知部２５
によって異常の検知されたセンサ１１の位置の表示態様を異常の検知されていないセンサ
の位置とは異なる表示態様とする。
【０１２０】
　具体的には、たとえば、処理部２７は、記憶部２２の記憶する異常有無リストＵにおい
て、位置表示エリアＤｅ１に表示されたセンサアイコンＳｅ１１に対応するセンサ１１の
「状態」の欄の内容が「正常」から「異常」へ変更された場合、図３における位置表示エ
リアＤｅ１の表示内容を示す位置画面情報Ｄ１を作成する。
【０１２１】
　また、処理部２７は、ボタン表示エリアＤｅ２の表示内容を示すボタン画面情報Ｄ２お
よび未配置表示エリアＤｅ３の表示内容を示す未配置画面情報Ｄ３を作成する。
【０１２２】
　そして、処理部２７は、作成した位置画面情報Ｄ１、ボタン画面情報Ｄ２および未配置
画面情報Ｄ３を含む全体画面情報Ｄａを表示制御部２６へ出力する。
【０１２３】
　表示制御部２６は、処理部２７から受けた全体画面情報Ｄａをディスプレイ１３へ送信
する。ディスプレイ１３には、表示制御部２６から受信した全体画面情報Ｄａの内容が表
示される。
【０１２４】
　また、受信処理部２１は、位置画面情報によって位置が示されているセンサ１１のうち
、指定されたセンサ１１に関する情報を表示する制御を行う。
【０１２５】
　具体的には、たとえば、ユーザが位置表示エリアＤｅ１に表示されたセンサアイコンＳ
ｅをクリックした場合、操作部２９は、ユーザの操作内容を示す操作情報Ｂを作成し、作
成した操作情報Ｂを操作取得部２８へ出力する。
【０１２６】
　操作取得部２８は、操作部２９から受けた操作情報Ｂに基づいて、ユーザによって指定
されたセンサアイコンＳｅを示す指定アイコン情報を作成し、作成した指定アイコン情報
を処理部２７へ出力する。
【０１２７】
　処理部２７は、操作取得部２８から指定アイコン情報を受けると、たとえば、記憶部２
２の記憶する計測結果リストＫおよび異常有無リストＵを確認する。
【０１２８】
　そして、処理部２７は、指定アイコン情報の示すセンサアイコンＳｅに対応するセンサ
１１の計測値および当該センサ１１の監視対象の状態を表示するためのウィンドウ画面情
報Ｗを作成し、作成したウィンドウ画面情報Ｗを含む全体画面情報Ｗａを表示制御部２６
へ出力する。
【０１２９】
　全体画面情報Ｗａは、位置表示エリアＤｅ１の表示内容を示す位置画面情報、ボタン表
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示エリアＤｅ２の表示内容を示すボタン画面情報、および未配置表示エリアＤｅ３の表示
内容を示す未配置画面情報を含んでもよいし、含まなくてもよい。
【０１３０】
　表示制御部２６は、処理部２７から受けた全体画面情報Ｗａをディスプレイ１３へ送信
する。ディスプレイ１３には、たとえば、図２に示す画面に重ねて、ユーザにクリックさ
れたセンサアイコンＳｅに対応するセンサ１１の計測値および当該センサ１１の監視対象
の状態が表示されたウィンドウが表示される。
【０１３１】
　また、表示制御部２６は、所定の操作が行われた場合に識別情報の表示を更新する。具
体的には、たとえば、ユーザがボタン表示エリアＤｅ２における「更新」と記載されたボ
タンＢｕ２をクリックした場合、操作部２９は、ユーザの操作内容を示す操作情報Ｃを作
成して、作成した操作情報Ｃを操作取得部２８へ出力する。
【０１３２】
　操作取得部２８は、操作部２９から受けた操作情報Ｃに基づいて、未配置表示エリアＤ
ｅ３における未配置リストの更新を指示するための更新指示情報を作成し、作成した更新
指示情報を処理部２７へ出力する。
【０１３３】
　処理部２７は、操作取得部２８から更新指示情報を受けると、記憶部２２に記憶された
位置リストＰを確認し、位置リストＰに基づいて、未配置表示エリアＤｅ３の表示内容を
示す未配置画面情報Ｅ３を作成し、作成した未配置画面情報Ｅ３を含む全体画面情報Ｅａ
を表示制御部２６へ出力する。
【０１３４】
　表示制御部２６は、処理部２７から受けた全体画面情報Ｅａをディスプレイ１３へ送信
する。ディスプレイ１３には、表示制御部２６から受信した全体画面情報Ｅａの内容が表
示される。
【０１３５】
　［動作］
　次に、本発明の第１の実施の形態に係る監視システムが画面表示処理を行う際の動作に
ついて説明する。
【０１３６】
　監視システム１０１における各装置は、コンピュータを備え、当該コンピュータにおけ
るＣＰＵ等の演算処理部は、以下のフローチャートおよびシーケンスの各ステップの一部
または全部を含むプログラムを図示しないメモリから読み出して実行する。これら複数の
装置のプログラムは、それぞれ、外部からインストールすることができる。これら複数の
装置のプログラムは、それぞれ、記録媒体に格納された状態で流通する。
【０１３７】
　図９は、本発明の第１の実施の形態に係る監視システムにおける画面表示処理のシーケ
ンスの一例を示す図である。
【０１３８】
　図９を参照して、まず、センサ１１Ａは、定期的または不定期に、センサ情報をセンサ
管理装置１２へ送信する（ステップＳ１１）。センサ１１Ａは、たとえば、図２における
位置表示エリアＤｅ１に表示されたセンサアイコンＳｅ１１に対応するセンサ１１である
。
【０１３９】
　次に、センサ管理装置１２は、センサ１１Ａからセンサ情報を受信する。センサ管理装
置１２は、センサ１１Ａの位置を示す位置画面情報をたとえばディスプレイ１３に表示す
る制御を行う。具体的には、たとえば、センサ管理装置１２は、上記の全体画面情報Ａａ
をディスプレイ１３へ送信する（ステップＳ１２）。ディスプレイ１３には、全体画面情
報Ａａの内容が表示される。
【０１４０】
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　ここで、センサ１１Ｂがたとえば初めてセンサ情報をセンサ管理装置１２へ送信する（
ステップＳ１３）。
【０１４１】
　次に、センサ管理装置１２は、センサ１１Ｂを未登録センサとして検出し（ステップＳ
１４）、検出したセンサ１１Ｂの識別情報を表示する制御を行う。具体的には、たとえば
、センサ管理装置１２は、上記の全体画面情報Ｂａをディスプレイ１３へ送信する（ステ
ップＳ１５）。ディスプレイ１３には、全体画面情報Ｂａの内容が表示される。
【０１４２】
　次に、たとえば、ユーザが、センサ１１の位置を指定するための操作、具体的には、未
配置表示エリアＤｅ３に表示されたセンサアイコンＳｎに対してアイコン配置操作を行っ
た場合、センサ管理装置１２は、当該操作の内容を受け付ける（ステップＳ１６）。
【０１４３】
　次に、センサ管理装置１２は、受け付けた上記操作の内容に基づいて、当該センサ１１
の位置を示す位置画面情報を表示する制御を行う。具体的には、たとえば、センサ管理装
置１２は、上記の全体画面情報Ｃａをディスプレイ１３へ送信する（ステップＳ１７）。
ディスプレイ１３には、全体画面情報Ｃａの内容が表示される。
【０１４４】
　図１０は、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置による画面表示処理の手順
の一例を定めたフローチャートである。
【０１４５】
　図１０を参照して、まず、センサ管理装置１２は、センサの異常を検知する。具体的に
は、センサ管理装置１２は、位置表示エリアＤｅ１に表示された各センサアイコンＳｅに
対応するセンサ１１の監視対象において、異常が発生しているか否かを判断する（ステッ
プＳ３０）。
【０１４６】
　次に、センサ管理装置１２は、センサ１１の監視対象において異常が発生していると判
断した場合、つまりセンサ１１の異常を検知した場合（ステップＳ３０でＹＥＳ）、位置
表示エリアＤｅ１に表示された当該センサ１１の位置の表示態様すなわち当該センサ１１
に対応するセンサアイコンＳｅの表示態様を変更する（ステップＳ３１）。
【０１４７】
　具体的には、たとえば、センサ管理装置１２は、上記の全体画面情報Ｄａをディスプレ
イ１３へ送信する。
【０１４８】
　次に、センサ管理装置１２は、ユーザによってセンサ１１が指定されたか否かを確認す
る（ステップＳ３２）。具体的には、センサ管理装置１２は、位置表示エリアＤｅ１にお
いてセンサアイコンＳｅがユーザによってクリックされたか否かを確認する。
【０１４９】
　次に、センサ管理装置１２は、センサ１１が指定されたことを確認した場合、（ステッ
プＳ３２でＹＥＳ）、当該センサ１１に関する情報を表示する制御を行う（ステップＳ３
３）。具体的には、たとえば、センサ管理装置１２は、上記の全体画面情報Ｗａをディス
プレイ１３へ送信する。
【０１５０】
　一方、センサ管理装置１２は、センサの異常を検知しなかった場合（ステップＳ３０で
ＮＯ）、センサアイコンＳｅの表示態様を変更する制御を行わずに、ユーザによってセン
サ１１が指定されたか否かを確認する（ステップＳ３２）。
【０１５１】
　また、センサ管理装置１２は、ユーザによってセンサ１１が指定されていなかった場合
（ステップＳ３２でＮＯ）、センサ１１に関する情報を表示する制御を行わずに、センサ
１１の監視対象における異常の有無を再び判断する（ステップＳ３０）。
【０１５２】
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　なお、本発明の第１の実施の形態に係る監視システム１０１では、センサ管理装置１２
における表示制御部２６は、検出部２４によって検出されたセンサ１１の識別情報を示す
未配置画面情報およびセンサ１１の位置を示す位置画面情報をディスプレイ１３に表示す
る制御を行う構成であるとしたが、これに限定するものではない。
【０１５３】
　具体的には、たとえば、センサ管理装置１２は、ネットワークを介して端末装置と接続
される。センサ管理装置１２における表示制御部２６は、位置画面情報、ボタン画面情報
および未配置画面情報を含む全体画面情報を当該端末装置へ送信する。当該端末装置は、
センサ管理装置１２から受信した全体画面情報を自己のディスプレイに表示する。
【０１５４】
　また、本発明の第１の実施の形態に係る監視システム１０１では、センサ管理装置１２
は、自己が位置情報を取得していないセンサ１１の識別情報および当該センサ１１に対応
するセンサアイコンを画面の未配置表示エリアＤｅ３に表示する制御を行う構成であると
したが、これに限定するものではない。
【０１５５】
　たとえば、センサ管理装置１２は、自己が位置情報を取得していない基地局１４の識別
情報および当該基地局１４に対応するアイコンを画面の未配置表示エリアＤｅ３に表示す
る制御を行う構成であってもよい。
【０１５６】
　また、本発明の第１の実施の形態に係る監視システム１０１では、未配置表示エリアＤ
ｅ３に表示されたセンサアイコンは、ユーザのドラッグアンドドロップによって地図画像
上に配置される構成であるとしたが、これに限定するものではない。
【０１５７】
　たとえば、センサ管理装置１２は、ユーザから地図画像における座標の入力を受けて、
対象のセンサアイコンを地図画像における当該座標の示す箇所に配置する構成であっても
よい。
【０１５８】
　この場合、センサ管理装置１２は、ユーザが入力した座標を対応のセンサ１１の位置情
報として取得する。具体的には、センサ管理装置１２における操作部２９は、ユーザが入
力した座標を示す操作情報を操作取得部２８へ出力する。操作取得部２８は、操作部２９
から操作情報を受ける。表示制御部２６は、操作取得部２８によって取得された当該操作
情報に基づいて、センサ１１の位置を示す位置画面情報を表示する制御を行う。
【０１５９】
　ところで、特許文献１に記載された技術を用いて所定エリアにおける各センサの位置を
画面に表示している状況において、各センサの中に位置の不明なセンサがある場合、画面
には当該センサの位置が表示されない。このような場合、当該センサの計測値に異常が有
ることをユーザが認識しても、当該センサの設置場所へ移動することは困難である。
【０１６０】
　これに対して、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置では、表示制御部２６
は、センサ１１の位置を示す位置画面情報を表示する制御を行う。検出部２４は、センサ
１１を検出する。表示制御部２６は、検出部２４によって検出されたセンサ１１の位置が
位置画面情報に含まれていない場合に、検出部２４によって検出されたセンサ１１の識別
情報を表示する制御をさらに行う。
【０１６１】
　このように、センサ管理装置１２において位置を把握していないセンサ１１を検出した
場合に、当該センサ１１の識別情報を画面に表示する構成により、ユーザは、位置が把握
されていないセンサ１１の存在を画面において認識することができるため、たとえば、当
該センサ１１の位置を把握するために必要な措置をとることができる。
【０１６２】
　また、センサ１１の位置を画面に表示することにより、たとえば、センサ１１を設置し
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たユーザ以外のユーザもセンサ１１の位置を正しく認識することができる。
【０１６３】
　したがって、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置では、センサの位置を適
切に管理することができる。
【０１６４】
　また、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置では、操作取得部（取得部）２
８は、センサ１１の位置を指定するための操作を示す操作情報を取得する。表示制御部２
６は、操作取得部２８によって取得された操作情報に基づいて、位置画面情報を表示する
制御を行う。
【０１６５】
　このような構成により、センサ管理装置１２がセンサ１１の位置を認識し、認識したセ
ンサ１１の位置を画面に表示することができる。たとえば、センサ管理装置１２において
位置を把握していないセンサ１１の位置を画面に追加することができる。
【０１６６】
　また、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置では、異常検知部２５は、セン
サ１１の異常を検知する。表示制御部２６は、位置画面情報に含まれる位置のうち、異常
検知部２５によって異常の検知されたセンサ１１の位置の表示態様を異常の検知されてい
ないセンサ１１の位置とは異なる表示態様とする。
【０１６７】
　このような構成により、センサ１１の計測結果に異常がある場合に、ユーザが当該セン
サ１１の位置を容易に認識することができる。これにより、ユーザは、当該センサ１１の
設置場所へ速やかに移動し、当該センサ１１による監視対象の状態を直接確認することが
できる。
【０１６８】
　また、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置では、表示制御部２６は、位置
画面情報によって位置が示されているセンサ１１のうち、指定されたセンサ１１に関する
情報を表示する制御をさらに行う。
【０１６９】
　このような構成により、ユーザは、所望するセンサ１１の計測結果等を容易に確認する
ことができる。
【０１７０】
　また、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置では、表示制御部２６は、セン
サ管理装置１２の位置をさらに示す位置画面情報を表示する制御を行う。
【０１７１】
　このような構成により、たとえば、ユーザは、センサ管理装置１２の近くにいる場合に
おいて、画面に表示されたセンサ１１とセンサ管理装置１２との位置関係を確認すること
により、センサ１１の位置をより容易に認識することができる。
【０１７２】
　また、本発明の第１の実施の形態に係るセンサ管理装置では、表示制御部２６は、所定
の操作が行われた場合に識別情報の表示を更新する。
【０１７３】
　このような構成により、たとえば、センサ管理装置１２による識別情報の表示の更新頻
度を下げることができるため、センサ管理装置１２の処理負荷を減らすことができる。
【０１７４】
　次に、本発明の他の実施の形態について図面を用いて説明する。なお、図中同一または
相当部分には同一符号を付してその説明は繰り返さない。
【０１７５】
　＜第２の実施の形態＞
　本実施の形態は、第１の実施の形態に係る監視システムと比べて、センサの移動を検知
する監視システムに関する。以下で説明する内容以外は、第１の実施の形態に係る監視シ
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ステムと同様である。
【０１７６】
　［構成および基本動作］
　図１１は、本発明の第２の実施の形態に係る監視システムの構成を示す図である。
【０１７７】
　図１１を参照して、監視システム１０２は、複数のセンサ１１と、基地局１４Ａ，１４
Ｂ，１４Ｃと、センサ管理装置１２と、ディスプレイ１３とを備える。以下、基地局１４
Ａ，１４Ｂ，１４Ｃの各々を基地局１４とも称する。
【０１７８】
　センサ１１は、たとえば、工場または病院等の監視エリアにおいて設置され、監視対象
に関する計測、たとえば監視対象の温度、湿度または電流等の計測を行う。
【０１７９】
　センサ１１は、自己の識別情報と、計測結果を示す計測結果情報とを含むセンサ情報を
作成し、作成したセンサ情報を無線により基地局１４Ａ，１４Ｂ，１４Ｃへ送信する。
【０１８０】
　基地局１４は、センサ１１からセンサ情報を受信すると、当該センサ情報を受信した際
の当該センサ１１からの電波の強度を示す電波強度情報を当該センサ情報に付加する。そ
して、基地局１４は、電波強度情報を付加したセンサ情報をたとえば有線によりセンサ管
理装置１２へ送信する。
【０１８１】
　監視エリアに配置されたセンサ１１がユーザによって移動された場合、センサ管理装置
１２は、たとえば、各基地局１４から受信したセンサ情報に基づいて、センサ１１の移動
を検知し、さらに移動先を推測する。そして、センサ管理装置１２は、推測したセンサ１
１の移動先を画面に表示する制御を行う。
【０１８２】
　図１２は、本発明の第２の実施の形態に係る監視システムにおいてディスプレイに表示
された画面の一例を示す図である。
【０１８３】
　図１２は、センサ管理装置１２がセンサ１１の移動を検知した場合においてディスプレ
イ１３に表示された画面を示している。
【０１８４】
　図１２を参照して、位置表示エリアＤｅ１において、移動の検知されたセンサ１１に対
応するセンサアイコンＳｅであるセンサアイコンＳｅ１１に「移動発生」の文字が付され
ている。また、位置表示エリアＤｅ１において、センサ管理装置１２が推測した当該セン
サ１１の移動先を示すセンサアイコンＰｒが表示されている。また、位置表示エリアＤｅ
１において、センサアイコンＳｅ１１からセンサアイコンＰｒへ伸びる矢印Ａｒが表示さ
れている。
【０１８５】
　センサ管理装置１２は、このような表示を行うことにより、センサ１１が移動されたこ
と、および当該センサ１１のおおよその移動先をユーザに通知する。
【０１８６】
　図１３は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置の構成の一部を示す図であ
る。
【０１８７】
　図１３を参照して、センサ管理装置１２は、受信処理部２１と、記憶部２２と、移動検
知部２３と、検出部２４と、異常検知部２５と、表示制御部２６と、処理部２７と、操作
取得部（取得部）２８と、操作部２９とを備える。
【０１８８】
　すなわち、センサ管理装置１２は、図４に示すセンサ管理装置１２と比べて、さらに、
移動検知部２３を備える。また、センサ管理装置１２における受信処理部２１と、記憶部
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２２と、検出部２４と、表示制御部２６と、処理部２７とは、第１の実施の形態において
説明した動作に加え、さらに以下に説明する動作を行う。
【０１８９】
　記憶部２２は、センサ管理装置１２が画面の表示処理を行うために必要な各種情報を記
憶している。
【０１９０】
　具体的には、記憶部２２は、たとえば、計測結果リストＫと、位置リストＰと、正常範
囲リストＴと、異常有無リストＵと、各基地局１４の位置を示す位置情報と、センサ管理
装置１２の位置を示す位置情報と、センサ情報に基づいて作成された電波強度リストＭお
よび平均強度リストＭａとを記憶している。
【０１９１】
　図１４は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶する
電波強度リストＭの一例を示す図である。
【０１９２】
　図１４を参照して、電波強度リストＭの一例であるテーブルＴＡ６０は、センサ管理装
置１２が取得したセンサ情報に付加された電波強度情報を示している。
【０１９３】
　具体的には、テーブルＴＡ６０は、センサ情報の送信元のセンサ１１を示す「識別情報
」と、当該センサ情報が経由した基地局１４の別と、当該基地局１４において当該センサ
情報に付加された電波強度情報の内容である「電波強度」と、センサ管理装置１２による
当該センサ情報の「取得時刻」とを示している。
【０１９４】
　電波強度リストＭは、センサ管理装置１２が新たなセンサ情報を基地局１４から取得す
るたびに更新される。
【０１９５】
　図１５は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置における記憶部が記憶する
平均強度リストＭａの一例を示す図である。
【０１９６】
　図１５を参照して、平均強度リストＭａの一例であるテーブルＴＡ６２は、センサ１１
の「識別情報」と、当該センサ１１から出力された電波の各基地局１４における強度の平
均値とを示している。
【０１９７】
　センサ管理装置１２は、図１４に示す電波強度リストＭに基づいて、平均強度リストＭ
ａを作成する。
【０１９８】
　再び図１３を参照して、受信処理部２１は、基地局１４経由でセンサ１１からのセンサ
情報を取得し、取得したセンサ情報に基づいて、記憶部２２の記憶する電波強度リストＭ
を更新する。
【０１９９】
　移動検知部２３は、電波強度リストＭに基づいて、平均強度リストＭａを更新する。ま
た、移動検知部２３は、センサ１１の移動を検知する。具体的には。移動検知部２３は、
たとえばユーザによって、監視エリアにおけるセンサ１１が移動された場合に、当該セン
サ１１が移動されたことを検知する。
【０２００】
　より具体的には、たとえば、移動検知部２３は、記憶部２２の記憶する電波強度リスト
Ｍおよび平均強度リストＭａを比較して、センサ１１から出力された電波の各基地局１４
における強度が、当該強度の平均値と比べて所定値以上乖離している場合、当該センサ１
１が移動されたと判断する。
【０２０１】
　移動検知部２３は、センサ１１が移動されたと判断した場合、たとえば、電波強度リス
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トＭに基づいて、当該センサ１１の移動先を推測する。
【０２０２】
　移動検知部２３は、当該センサ１１の推測した移動先を示す移動先情報を作成し、作成
した移動先情報を記憶部２２に保存する。
【０２０３】
　表示制御部２６は、位置画面情報に含まれるセンサ１１の位置のうち、移動検知部２３
によって移動の検知されたセンサの位置の表示態様を移動の検知されていないセンサ１１
の位置とは異なる表示態様とする。
【０２０４】
　具体的には、表示制御部２６は、位置表示エリアＤｅ１に表示されたセンサアイコンＳ
ｅのうち、移動検知部２３によって移動の検知されたセンサ１１のセンサアイコンＳｅの
表示態様を、移動の検知されていないセンサ１１のセンサアイコンＳｅとは異なる表示態
様で表示する制御を行う。
【０２０５】
　また、このとき、表示制御部２６は、たとえば、移動の検知されたセンサ１１の移動元
および移動先を示す位置画面情報を表示する制御を行う。
【０２０６】
　具体的には、たとえば、処理部２７は、位置表示エリアＤｅ１に表示されたセンサアイ
コンＳｅ１１に対応するセンサ１１の移動先情報が記憶部２２に保存されると、当該移動
先情報に基づいて、図１２における位置表示エリアＤｅ１の表示内容を示す位置画面情報
Ｆ１を作成する。
【０２０７】
　また、処理部２７は、たとえば、図１２におけるボタン表示エリアＤｅ２の表示内容を
示すボタン画面情報Ｆ２、および図１２における未配置表示エリアＤｅ３の表示内容を示
す未配置画面情報Ｆ３を作成する。
【０２０８】
　そして、処理部２７は、作成した位置画面情報Ｆ１、ボタン画面情報Ｆ２および未配置
画面情報Ｆ３を含む全体画面情報Ｆａを表示制御部２６へ出力する。
【０２０９】
　表示制御部２６は、たとえば、処理部２７から受けた全体画面情報Ｆａをディスプレイ
１３へ送信する。ディスプレイ１３には、表示制御部２６から受信した全体画面情報Ｆａ
の内容が表示される。
【０２１０】
　［動作］
　次に、本発明の第２の実施の形態に係る監視システムが画面表示処理を行う際の動作に
ついて説明する。
【０２１１】
　監視システム１０２における各装置は、コンピュータを備え、当該コンピュータにおけ
るＣＰＵ等の演算処理部は、以下のフローチャートおよびシーケンスの各ステップの一部
または全部を含むプログラムを図示しないメモリから読み出して実行する。これら複数の
装置のプログラムは、それぞれ、外部からインストールすることができる。これら複数の
装置のプログラムは、それぞれ、記録媒体に格納された状態で流通する。
【０２１２】
　図１６は、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置による画面表示処理の手順
の一例を定めたフローチャートである。
【０２１３】
　図１６を参照して、まず、センサ管理装置１２は、センサの異常を検知する。具体的に
は、センサ管理装置１２は、位置表示エリアＤｅ１に表示された各センサアイコンＳｅに
対応するセンサ１１の監視対象において、異常が発生しているか否かを判断する（ステッ
プＳ１３０）。
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【０２１４】
　次に、センサ管理装置１２は、当該センサ１１の監視対象において異常が発生している
と判断した場合、つまり当該センサ１１の異常を検知した場合（ステップＳ１３０でＹＥ
Ｓ）、位置表示エリアＤｅ１に表示された当該センサ１１の位置の表示態様すなわち当該
センサ１１に対応するセンサアイコンＳｅの表示態様を変更する（ステップＳ１３１）。
【０２１５】
　具体的には、たとえば、センサ管理装置１２は、上記の全体画面情報Ｄａをディスプレ
イ１３へ送信する。
【０２１６】
　次に、センサ管理装置１２は、ユーザによってセンサ１１が指定されたか否かを確認す
る（ステップＳ１３２）。具体的には、センサ管理装置１２は、位置表示エリアＤｅ１に
おいてセンサアイコンＳｅがユーザによってクリックされたか否かを確認する。
【０２１７】
　次に、センサ管理装置１２は、センサ１１が指定されたことを確認した場合、（ステッ
プＳ１３２でＹＥＳ）、当該センサ１１に関する情報を表示する制御を行う（ステップＳ
１３３）。具体的には、センサ管理装置１２は、上記の全体画面情報Ｗａをディスプレイ
１３へ送信する。
【０２１８】
　次に、センサ管理装置１２は、センサ１１が移動されたか否かを判断する（ステップＳ
１３４）。
【０２１９】
　次に、センサ管理装置１２は、センサ１１が移動されたと判断した場合すなわちセンサ
１１の移動を検知した場合（ステップＳ１３４でＹＥＳ）、当該センサ１１に対応するセ
ンサアイコンＳｅの表示態様を変更する（ステップＳ１３５）。また、その際、センサ管
理装置１２は、画面において、センサ１１の移動先を示す。
【０２２０】
　具体的には、センサ管理装置１２は、たとえば上記の全体画面情報Ｆａをディスプレイ
１３へ送信する。
【０２２１】
　一方、センサ管理装置１２は、センサの異常を検知しなかった場合（ステップＳ１３０
でＮＯ）、センサアイコンＳｅの表示態様を変更する制御を行わずに、ユーザによってセ
ンサ１１が指定されたか否かを確認する（ステップＳ１３２）。
【０２２２】
　また、センサ管理装置１２は、ユーザによってセンサ１１が指定されていなかった場合
（ステップＳ１３２でＮＯ）、センサ１１に関する情報を表示する制御を行わずに、セン
サ１１が移動されたか否かを判断する（ステップＳ１３４）。
【０２２３】
　また、センサ管理装置１２は、センサ１１が移動されていないと判断した場合（ステッ
プＳ１３４でＮＯ）、センサアイコンＳｅの表示態様を変更せずに、再びセンサ１１の監
視対象における異常の有無を判断する（ステップＳ１３０）。
【０２２４】
　なお、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置１２は、センサ１１から出力さ
れた電波の各基地局１４における強度に基づいて、センサ１１の移動を検知する構成であ
るとしたが、これに限定するものではない。
【０２２５】
　たとえば、センサ管理装置１２は、センサ１１が送信した同じセンサ情報の各基地局１
４における受信時刻の差に基づいて、センサ１１の移動を検知する構成であってもよいし
、センサ１１がセンサ情報を送信してから基地局１４によって受信されるまでに要した時
間から算出したセンサ１１と各基地局１４との距離に基づいて、センサ１１の移動を検知
する構成であってもよい。
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【０２２６】
　以上のように、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置では、移動検知部２３
は、センサ１１の移動を検知する。表示制御部２６は、位置画面情報に含まれる位置のう
ち、移動検知部２３によって移動の検知されたセンサ１１の位置の表示態様を移動の検知
されていないセンサ１１の位置とは異なる表示態様とする。
【０２２７】
　このような構成により、たとえば、あるユーザがセンサ１１を移動した場合に、当該セ
ンサ１１が移動されたことを他のユーザが容易に認識することができる。
【０２２８】
　また、本発明の第２の実施の形態に係るセンサ管理装置では、表示制御部２６は、セン
サ１１の移動元および移動先をさらに示す位置画面情報を表示する制御を行う。
【０２２９】
　このような構成により、センサ１１の詳細な移動内容をユーザが認識することができる
。
【０２３０】
　その他の構成および動作は第１の実施の形態に係る監視システムと同様であるため、こ
こでは詳細な説明を繰り返さない。
【０２３１】
　上記実施の形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと考えられるべき
である。本発明の範囲は、上記説明ではなく特許請求の範囲によって示され、特許請求の
範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される。
【０２３２】
　以上の説明は、以下に付記する特徴を含む。
【０２３３】
　［付記］
　センサの位置を示す位置画面情報を表示する制御を行う表示制御部と、
　センサを検出する検出部とを備え、
　前記表示制御部は、前記検出部によって検出されたセンサの位置が前記位置画面情報に
含まれていない場合に、前記検出部によって検出された前記センサの識別情報を表示する
制御をさらに行い、
　前記表示制御部は、前記位置画面情報として、前記センサの配置された所定エリアの地
図を示す画像とともに前記所定エリアにおける前記センサの位置を示すアイコンを表示す
る制御を行い、
　さらに、
　前記センサから送信された前記センサの識別情報を含むセンサ情報を取得する受信処理
部を備え、
　前記検出部は、前記受信処理部によって取得された前記センサ情報に基づいて、前記セ
ンサを検出する、センサ管理装置。
【符号の説明】
【０２３４】
　１１，１１Ａ，１１Ｂ　センサ
　１２　センサ管理装置
　１３　ディスプレイ
　１４，１４Ａ，１４Ｂ，１４Ｃ　基地局
　２１　受信処理部
　２２　記憶部
　２３　移動検知部
　２４　検出部
　２５　異常検知部
　２６　表示制御部
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　２７　処理部
　２８　操作取得部
　２９　操作部
　１０１，１０２　監視システム

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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